
3 地域との連携・協働につながった学校運営協議会について

【事例 1】地域と一体となった心の居場所づくり

「不登校の子どもたちに、地域で何かできないか？」

· それぞれの学校での不登校等の問題について、学校と情報共有し、地域で何かできることを協

議。

· 地域が主体となって、学校以外の施設での「心の居場所づくり」ができないかを検討。

· 学校運営協議会会長（自治会連合会会長）と大宮地域事務所が連携し、地域にボランティア

を募集し、集まった方々へ不登校に関する研修会を実施。

· 宮崎公立大学で思春期の心等に関する講義とボランティアの募集を実施。

· 宮崎県立看護大学でもボランティア募集のためのチラシを配付。

· 居場所として大宮公民館を活用し、定期的に実施できる体制を構築 ※学校運営協議会で

随時報告。

【事例 2】 地域と一体となったあいさつ運動

生目中学校区学校運営協議会（生目小学校、小松台小学校、生目中学校）

テーマ「気持ち良いあいさつ飛び交う街づくり」

· 学校運営協議会で、学校、家庭、地域でできることを協議。

· 各学校単位であいさつ運動を実施。（生目小「あいさつリーダー」活動、生目中「生徒会あいさ

つ運動」実施・「あいさつリーダー」活動、小松台小「あいさつキャンペーン」実施、家庭「あいさつ

で玄関から見送り」、地域「大人から進んであいさつ」）

· 日にちを決めて、地域全体で実施。（2月 1日～3日）

· 校区内警備会社も参加。

· 学校運営協議会会長が、生目小 HPで PTA会長とともに動画であいさつ運動の呼びかけ。



【事例 3】地域と保護者と一体となった合同防災活動

本郷中校区学校運営協議会（本郷小学校、国富小学校、本郷中学校）

テーマ「本郷地区の小中学校のよさを引き出すには（学校は、家庭は、地域は）？」

· 学校運営協議会で、本郷地区の小中学校の子どもたちのよさを、学校とともに地域としてもっと

引き出していくための手だてを協議。

· 本郷中学校では、地域と合同の防災訓練ができないか、地域の防災コーディネーター（学校運

営協議会委員）が中心となり、1年生に向けての避難所設置のための防災講話を実施。

· 防災コーディネーターが中心となり、本郷地区自治会連合会、本郷まちづくり推進委員会、消

防団、本郷地域事務所等と本郷中学校の共催で日曜参観を活用して実施。

· 「12月 11日午前 10時 45分 日向灘を震源とする最大震度 6強の地震発生 地域住民が

一時避難してきた」という想定で合同防災訓練を実施。

· 避難所は生徒主体で運営。（1年生約 160人、地域住民・保護者約 130人参加）

· 生徒主体での避難所運営、炊き出し、煙体験等。

↓合同防災訓練の様子↓

【事例 4】学校を核とした地域づくり

住吉中学校区学校運営協議会（住吉小学校、住吉南小学校、住吉中学校）

テーマ「コロナ禍の中、地域の力を学校教育に生かすには？」

· 学校運営協議会での協議の中で、地域の力を学校教育に生かしていくことを協議。

· 住吉中学校では、社会福祉協議会、地域まちづくり推進委員会、消防団等の方々が中心と

なって生徒会と一緒に「住吉を語ろう！やってみよう！in住吉中 2022」を開催。
· 地域まちづくり推進員委員会と生徒会が、地域活性のため合同でできることを協議。

· 生徒会と地域まちづくり推進委員会合同で、「招魂山スタンプラリー」を企画。



【事例 5】地域に根ざしたキャリア教育

高岡中学校区学校運営協議会（高岡小、穆佐小、髙岡中）

テーマ「髙岡地区でどんな子どもたちを育てたいか？」

· 学校運営協議会での協議の中で、「将来に夢をもった子どもたちになってほしい」、そのためにで

きることを協議。

· 高岡小学校では、「高岡夢パーク kids編」を実施。

· 学校運営協議会委員の方々の協力で、5、6年生を対象に地域の企業7社（測量、左官、足

場設置、クレーン、電気、自動車修理、酪農）と消防団を招いて開催。

· 高岡中学校では、1年生を対象に地元企業の方々の講話を中心にした「高岡夢パーク 1」を、

2年生を対象に地元企業の方々の経営戦略等を職場で学ぶ「高岡夢パーク 2」を実施。


